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１．日本計画行政学会 第 38 回全国大会のご案内 

 
■開催日時：  2015 年（平成 27年）9月 18 日（金）～20 日（日）

 

■開催会場：  名古屋工業大学（名古屋市昭和区御器所町） 
 

■大会テーマ： 「縮減社会の持続可能性」 

 

■大会要旨：   

今日、我が国は縮減社会に向かいつつある。少子高齢化に伴う人口減少、グローバル化に伴う生産拠

点の海外移転、地域産業・経済の縮減、国と地方自治体における膨大な財政赤字と財政抑制が同時的

に進行している。また、産業・経済構造や人口動態の変化は東京と地方、中枢都市とその他の地域と

の格差を拡大し、個人・世帯間の経済格差を生み出している。一方で、一人あたりの GDP は縮減社会

において必ずしも減少するものではなく、土地へのアクセスも容易となる。縮減社会のなかで、地域

における生活の質をどのように維持・発展できるかが、今問われている。 

こうしたなか、都市・地域はそれぞれに持続可能な発展のあり方を模索しようとしている。定住人口

の維持、交流人口の受け入れ拡大、産業誘致、6次産業化など、さまざまなアプローチが提案され、

実施されつつある。しかし、縮減社会のもとで、多くの地域が同様なアプローチをとれば、過剰な地

域間競争を生み出し、地方財政リスクを高める懸念がある。ここに、地域固有の社会経済、人口動態、

資源・環境・文化、新たな機会と直面する脅威、地理的条件を踏まえた、現実的なアプローチ、主体

形成、プロセス・デザインが計画行政に求められている。 

本大会では、幅広いアカデミズムと実務家の知恵を結集し、「縮減社会における持続可能性」とは何

かを議論し、暮らしやすい縮減社会のあり方とその実現方策を社会に広く発信したい。 

 
■大会役員組織体制 

大会会長        竹内 伝史（岐阜大学名誉教授） 

   

大会組織委員長     阿部 和俊（愛知教育大学名誉教授） 

   

大会プログラム委員長  福島  茂（名城大学副学長・教授） 

  同   副委員長  戸田 敏行（愛知大学教授） 

  同   委員    森下 英治（愛知学院大学教授） 

  同   委員    岡田 英幸（名古屋市立大学大学院研究員）  

   

大会運営委員長     川上 洋司（福井大学大学院教授） 

   

大会事務局長      秀島 栄三（名古屋工業大学大学院教授） 

  同 次長      吉村 輝彦（日本福祉大学教授） 

   
中部支部事務局     沢井  治（中部圏社会経済研究所常務理事） 
  同         折戸 厚子（同 所員） 
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■大会参加費 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○昨年度より、事前払込制度を導入しております。当日受付より割安ですので、ぜひご活用ください。 
○事前払込にあたっては、ニューズレター同封の払込取扱票の通信欄に必要事項をご記入の上、該当

する金額を下記の口座宛に払込ください。 
○エクスカーションについては、事前払込か、9 月 18 日・19 日午前中までの受付です。詳しくは、

プログラムをご参照下さい。 
〇スムーズな受付のため、可能な限り 8 月末日までに払込手続きをお願いいたします（払込者情報を

学会事務局が把握できるまで払込日から数日かかるため、9 月 1 日以降に払込いただいた場合は、

念のため郵便振替払込請求書兼受領書（払込取扱票の右半分））を当日ご持参ください。 
払込内容が確認できない場合、当日受付を適用させていただく場合があります）。 

○事前払込制度の導入に伴い、従来の参加申込登録は実施いたしません。ご注意ください。 
 
＜郵便局カウンターの払込取扱票を利用する場合＞ 
下記必要事項を必ず明記ください。 

○払込取扱票の通信欄への記入事項 
氏名、所属、会員種別、払込内容 
（例：中部太郎、福井大学、一般会員、参加費･懇親会費･エクスカーション費） 

○払込先の郵便振替口座 
口座記号番号：００１６０－４－６０１３１４ 
口座名称（漢字）：一般社団法人日本計画行政学会全国大会 
口座名称（カナ）：シャ）ニホンケイカクギョウセイガッカイゼンコクタイカイ 

 
＜注意事項＞ 
○大学の公費等で払込の場合など、通信欄に個人名を記載できない場合は、払込日と払込者およびそ

の内訳を japa@criser.jp までご連絡ください。 

 

  

費目 会員種別 事前払込 当日受付 

参加費 

一般会員 3,500 円 4,000 円 

学生会員 1,000 円 1,500 円 

非会員 4,000 円 4,500 円 

懇親会費（共通） 3,500 円 4,000 円 

ｴｸｽｶｰｼｮﾝ費（共通） 3,000 円 
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２．全国大会プログラム 

【第 1 日目】9 月 18 日（金） 

8：30- 受付開始（52 号館１F） 
9：00‐10：15 ●研究報告 A 

10：15‐10：30  休憩 
10：30‐12：00 ●研究報告 B ●ワークショップ B 
12：00‐13：00 昼休み 
13：00‐13：50 ●開会式 大会会長挨拶 竹内 伝史（岐阜大学名誉教授） 

     学会会長挨拶 細野 助博（中央大学教授） 
●学会賞授与式 

13：50‐14：00 休憩 
14：00‐15：00 ●基調講演（一般公開プログラム） 

演 題： 『対流型国土の形成と共助社会』 
講 師：  奥野 信宏（学校法人梅村学園理事・中京大学学術顧問） 

15：00‐15：15 休憩 
15：15‐17：00 ●シンポジウム（一般公開プログラム） 

テーマ： 『縮減社会の持続可能性』 

パネリスト：    加藤 博和（名古屋大学准教授） 

           後藤 澄江（日本福祉大学教授） 

           瀬田 史彦（東京大学准教授） 

保母 武彦（島根大学名誉教授） 

牧野 光朗（飯田市長） 

コーディネイター： 竹内 伝史（岐阜大学名誉教授） 

17：00‐17：30  移動 
17：30‐19：00 ●懇親会 （会場：名古屋工業大学 2 号館 11F・ラウンジ） 

 
【第 2 日目】9 月 19 日（土） 

8：30- ●受付開始（52 号館１F） 
9：00‐10：30 ●研究報告 C ●ワークショップ C 

10：30‐10：45  休憩 
10：45‐12：15 ●研究報告 D ●ワークショップ D 
12：15‐13：15 昼休み 
13：15‐14：45 ●研究報告 E ●ワークショップ E 
14：45‐15：00 休憩 
15：00‐16：30 ●研究報告 F ●ワークショップ F 
16：30‐16：45  休憩 
16：45‐17：05 ●全国大会優秀発表賞表彰式 ●閉会式 

 
【第 3 日目】9 月 20 日（日）： エクスカーション 

プログラム内容 ●とよたエコフルタウンと三州足助屋敷（愛知県豊田市） 

エクスカーションでは、愛知県豊田市のとよたエコフルタウン、三州足助屋敷を訪問

します。エコフルタウンでは施設見学のほか、低炭素社会に向けた豊田市の取組みにつ

いての講演や燃料電池車の開発・インフラ整備などについて意見交換を行います。今年

度、「まち交大賞（国土交通大臣賞）」を受賞した足助香嵐渓地区の歴史的町並みの散策

も予定しています。復路は、2005 年の全国大会で シンポジウムを行った愛・地球博の

跡地公園を経由し、名古屋にもどります。 

集合・解散 ●集合： 9：00 名古屋駅コンコース「銀の鈴」前集合（新幹線改札口付近） 
●解散：16：30 名古屋駅新幹線口 

参加費 ●3000 円（交通費、入場料、昼食お弁当代込） 
定員 ●40 名（事前振込と 18 日と 19 日午前中までの受付申込みで、先着 40 名まで受付

けます。事前振込で定員超過の場合には、ご連絡の上、受付にて返金いたします） 
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研究報告 A 9 月 18 日（金）9：00-10:15

 
第 1 会場（5214） 環境・エネルギー（1） （A-1） 

  座長 杉山 範子（名古屋大学） 
     錦澤 滋雄（東京工業大学） 
 A-1-1  「土壌汚染対策法の改正が土地取引に与え

た影響－都道府県別データを用いた考察

－」 
  ○髙濵 伸昭（市川市） 
   川瀬 晃弘（東洋大学） 
 A-1-2  「日本の地方自治体におけるエネルギー政

策の現状と課題に関する研究」 
  ○杉山 範子（名古屋大学大学院環境学研究科） 
   竹内 恒夫（名古屋大学大学院環境学研究科） 
 A-1-3  「木質資源としての家具所有の実態把握」 
    大西 暁生（東京都市大学） 
   平野 大輔（東京都市大学） 

  ○佐尾 博志（東京都市大学） 
   奥岡 桂次郎（名古屋大学大学院） 
   森田 紘圭（大日本コンサルタント株式会社） 

 
第 2 会場（5215） まちづくり・参加・協働（1） （A-2） 

  座長 保井 美樹（法政大学） 
     鵜飼 修（滋賀県立大学） 
 A-2-1  「小規模自治体における住民参加と協働の

あり方に関する一考察」 
  ○髙橋 徳夫（宮城大学大学院） 
   徳永 幸之（宮城大学） 
 A-2-2   
  （発表者の都合により、発表は F-2-4 に移動 

研究報告要旨集は A-2-2 として収録） 
A-2-3  「まちづくりの展開における対話や交流の

場づくりの意義」 
  ○吉村 輝彦（日本福祉大学） 

第 3 会場（5216） 行財政・地方自治  （A-3） 

  座長 原田 博夫（専修大学） 
     森下 英治（愛知学院大学） 
 A-3-1  「市町村合併と三位一体の改革をはさんだ

市町村の財政力の変化」 
  ○伊藤 敏安（広島大学） 
 A-3-2  「地方財政からみた基礎的インフラの維持

可能性に関する研究～神奈川県 16 市に関

する考察～」 
  ○籠 義樹（麗澤大学） 
   持木 克之（麗澤大学経済社会総合研究センタ

ー） 
 A-3-3  「固定資産税の徴収率に関する一考察」 
  ○河原 礼修（青山学院大学大学院） 
 
第 4 会場（5217） 公共サービス・都市解析 （A-4） 

  座長 風見 正三（宮城大学） 
     菅 正史（下関市立大学） 
 A-4-1  「公立図書館の効率性分析－中心市街地へ

の移転による効率性の変化の検証－」 
  ○下山 朗（釧路公立大学） 

 A-4-2  「「行政裁量」の範囲の再検討―後期高齢者

医療保険料を中心に」 
  ○瀧川 勝正（徳島文理大学大学院） 
 A-4-3  「ウツタイン統計データによる救急救命活

動のアウトカム評価」 
  ○坂本 直樹（山形大学） 
   生川 雅紀（岡山大学） 
   中嶌 一憲（兵庫県立大学） 
   阪田 和哉（宇都宮大学） 
   瀧本 太郎（九州大学） 

 
 
 
 

研究報告 B・ワークショップ B 9 月 18 日（金）10:30-12:00

第１会場（5214） クリエイティブコモンズ 〜持続可能な 

コモンズの創造を目指して （B-WS1） 

パネリスト    東海林伸篤（世田谷区職員）  
宮坂不二生（東北・夢の桜街道推

進協議会事務局長） 
保井美樹（法政大学教授） 
矢部拓也（徳島大学准教授） 

コーディネーター 風見正三（宮城大学教授） 
 
 
 

第 2 会場（5215） まちづくり・参加・協働（2） （B-2） 

  座長 近藤 光男（徳島大学） 
     坂野 達郎（東京工業大学） 
 B-2-1  「コミュニティ・カフェの経営の継続性に

関する研究～コミュニティ・カフェ・スマ

イルを対象として～」 
  ○鵜飼 修（滋賀県立大学） 
   周 玲瓏（大州塗料） 
 
 
 



7 
 

 B-2-2  「地域・行政・大学による協働のまちづく

りに関する実践的研究-白山市白峰地区を

事例として-」 
  ○大川 恭平（金沢工業大学大学院） 
B-2-3  「台湾における地域づくり活動サポートシ

ステムに関する研究―社造センターを対

象として―」 

  ○蔡 佩穎（滋賀県立大学大学院） 
   鵜飼 修（滋賀県立大学） 

 
第 3 会場（5216） 地域活性化（1） （B-3） 

  座長 和泉 潤（名古屋産業大学） 
     戸田 敏行（愛知大学） 
 B-3-1  「中心市街地における未利用不動産に対す

る地方自治体の財政的対応の現状」 
  ○佐藤 正志（静岡大学教育学部） 
   箸本 健二（早稲田大学教育・総合科学学術院） 

 B-3-2  「中心市街地活性化法改正による推進主体

とその役割の変容」 
  ○原田 弘子（広島大学大学院） 
   戸田 常一（広島大学大学院） 
B-3-3  「持続可能な団地再生の課題」 
  ○押谷 一（酪農学園大学） 
   白鳥 健志（えべつ協働ねっとわーく） 

B-3-4  「歴史ある地域コミュニティにおける空き

店舗対策への－考察～那古野地区におけ

るナゴノダナバンクを事例として～」 
  ○藤澤 徹（アルカダッシュ(株)） 

秀島 栄三（名古屋工業大学大学院） 
 
第 4 会場（5217）地域経済・イノベーション（1） （B-4） 

  座長 伊藤 敏安（広島大学） 
     岡田 英幸（名古屋市立大学） 
B-4-1  「輸出先の風土を考慮した北海道水産物の

海外販売戦略に関する研究」 
  ○古屋 温美（室蘭工業大学） 
   松尾 優子（苫小牧工業高等専門学校） 
 B-4-2  「地域におけるフェアトレードの普及に関

する研究」 
  ○井関 崇博（兵庫県立大学） 
   原田 一宏（名古屋大学） 

B-4-3  「中国地方における情報サービス産業集積

要因の研究－オープンソースプログラミ

ング言語 Ruby 拠点形成可能性の観点から

－」 
  ○谷花 佳介（大阪経済法科大学） 
   野田 哲夫（島根大学） 

 

研究報告 C・ワークショップ C 9 月 19 日（土）9:00-10:30 

 
第 1 会場（5214） ニューツーリズムの可能性 ―災害対

応教育の実践と継承― （C-WS1） 

パネリスト    丸岡泰（石巻専修大学） 
泰松範行（東洋学園大学） 
手塚崇子（川村学園女子大学） 

コーディネーター 原田博夫（専修大学） 
 

第 2 会場（5215） まちづくり・参加・協働（3） （C-2） 

  座長 堂免 隆浩（一橋大学） 
     壽崎 かすみ（龍谷大学） 
 C-2-1  「プロジェクト志向型市民会議の人材育成

効果に関する研究」 
  ○井関 崇博（兵庫県立大学） 
   田口 美紀（まちとしごと総合研究所） 
 C-2-2  「協働の理念による地域資源活用方策に関

する研究-秋保地区の文化財保護を事例と

して-」 
  ○伊藤 優（宮城大学大学院） 
   風見 正三（宮城大学大学院） 
C-2-3  「河川に関わる法律の現状」 
  ○荒畑 俊治（立命館大学） 
 
 
 
 

 
C-2-4  「継続的なまちづくり活動に向けた組織運

営の課題とマネジメントの方策に関する

考察－活動者の観点に基づく分析－」 
  ○田邉 信男（西部技術コンサルタント(株)） 
   阿部 宏史（岡山大学大学院） 
   氏原 岳人（岡山大学大学院） 
 
第 3 会場（5216） 都市計画・地域計画（1） （C-3） 

  座長 瀬田 史彦（東京大学） 
     加藤 哲男（名古屋産業大学） 
 C-3-1  「第一期国土形成計画策定以降の国土計画

に関する議論の変遷」 
  ○菅 正史（下関市立大学） 
 C-3-2  「交通弱者の再定義による地域公共交通施

策に関する考察」 
  ○徳永 幸之（宮城大学） 
C-3-3  「少子高齢社会を踏まえたデマンド交通の

特性とその支援」 
  ○平原 隆史（千葉商科大学） 
 C-3-4  「成熟した都市の再生政策と不動産市場  

－東京の事例から－」 

  ○Raphaël LANGUILLON-AUSSEL 
(University of Lyon 2 / 中央大学) 
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第 4 会場（5217） 環境・エネルギー（2） （C-4） 

  座長 石橋 健一（名古屋産業大学） 
     森下 英治（愛知学院大学） 
 C-4-1  「フォレスト・ホームガーデンによる持続

可能な自然と人間の関係構築の可能性：ス

リランカ、キャンディ地区の事例研究」 
  ○Patali Samya Weerakoon（東京工業大学大学院） 
     坂野 達郎（東京工業大学） 

 
 C-4-2  （発表予定者の都合により、発表取り下げ） 

 

 C-4-3  「棚田保全活動の継続要因に関する一考察」 
  ○穴風 光惠（滋賀県立大学大学院） 

鵜飼 修 (滋賀県立大学） 
 

研究報告 D・ワークショップ D 9 月 19 日（土）10:45-12:15 

 

第 1 会場（5214） 災害対応研究特別委員会企画  

南海トラフ大地震対策の最前線研究（D-WS1） 

 パネリスト    秀島栄三（名古屋工業大学） 
浅野聡（三重大学） 
近藤光男（徳島大学） 

 コーディネーター 山本佳世子（電気通信大学） 
 
第 2 会場（5215） コミュニティ   （D-2） 

  座長 阿部 宏史（岡山大学） 
     福島 茂（名城大学） 
 D-2-1  「地方都市周辺の新興住宅地における自治

会の持続可能性に関する研究」 
  ○田中 光一（滋賀県立大学大学院） 
   鵜飼 修（滋賀県立大学地域共生センター） 
 D-2-2  「コミュニティ形成における公園活用の現

状と課題」 
  ○眞田 めぐみ（宮城大学大学院） 
   風見 正三（宮城大学大学院） 
   大向 鼓太郎（東北ソーシャルデザイン研究所） 
 D-2-3  「安城市における少子化と対応策に関する

考察」 
  ○伴野 裕樹（安城市みらい創造研究所） 
 D-2-4  「家庭犬としての犬の飼育に関するトラブ

ル回避のための条例に関する研究」 
  ○壽崎 かすみ（龍谷大学） 
 
第 3 会場（5216） 都市計画・地域計画（2） （D-3） 

  座長 城所 哲夫（東京大学） 
     川上 洋司（福井大学） 
 D-3-1  「２分の１地域メッシュを用いた稚内都市

計画用途地域の地域分布の分析」 
  ○黒木 宏一（稚内北星学園大学） 
   河内 美智子（元札幌学院大学） 
D-3-2  「重伝建地区における空き家の状況と対策-

加賀市橋立地区と東谷地区を事例として-」 
  ○太田 裕也（金沢工業大学大学院） 
 
 

D-3-3  「縮減社会における迷惑施設の立地に関す

る研究～農業的土地利用との調整に着目

して～」 
  ○持木 克之（麗澤大学経済社会総合研究センタ

ー） 
   籠 義樹（麗澤大学） 
 D-3-4  「中山間地域における QOL 維持・向上を目

指した居住地集約の最適タイミング・集約

先の選定」 
  ○豊田 航太郎(九州大学大学院) 
   加知 範康(九州大学工学研究院) 
   千原 広大(東日本旅客鉄道) 
   塚原 健一(九州大学工学研究院) 
   秋山 祐樹(東京大学地球観測データ統融合連携

研究機構) 
 
第 4 会場（5217） 社会問題・社会調査   （D-4） 

  座長 兼田 敏之（名古屋工業大学） 
     吉村 輝彦（日本福祉大学） 
 D-4-1  「「日本人の国民性調査」第 13 次全国調査

結果からみえる現代日本人における徒労

感の形成メカニズム分析」 
  ○朴 堯星（統計数理研究所） 
 D-4-2  「ミニ・パブリックスでの討議は政策選択

における公正感の影響を高めるか？」 
  ○坂野 達郎（東京工業大学） 
   渋谷 壮紀（東京工業大学大学院） 
   辻本 まりえ（東京工業大学大学院） 
 D-4-3  「社会に対する不安感の分類 ～ 現代的

不安４要素の提案」 
  ○加納 寛子（山形大学） 
 D-4-4  「世帯の社会・経済的要因が児童労働の決

定に与える影響の実証分析―ラホール市

における面接調査データを用いて―」 
  ○大石 曜（東京工業大学大学院） 
   坂野 達郎（東京工業大学） 

   Mohammad Atiq ur Rahman (Lahore College 
for Women University) 
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研究報告 E・ワークショップ E 9 月 19 日（土） 13:15-14:45 

 
第 1 会場（5214） 公共施設の統廃合・再編における住民

参加と計画行政のあり方 （E-WS1） 

パネリスト    吉村輝彦（日本福祉大学） 
岡井有佳（立命館大学） 
公共施設マネジメントに携わる

実務者の方々[予定] 
コーディネーター 瀬田史彦（東京大学） 
 
第 2 会場（5215） 地域活性化（2）  （E-2） 

  座長 根本 敏則（一橋大学） 
     佐藤 正志（静岡大学） 
 E-2-1  「市民満足度調査を用いた地方自治体の施

策と住民の定住意向との関係性の研究」 
  ○山岡 泰幸（日本アイ・ビー・エム（株）） 
   秀島 栄三（名古屋工業大学大学院） 
 E-2-2  「県機能の地域的分権に伴う地域連携につ

いて～愛知県東三河県庁を事例として～」 
  ○小澤 高義（愛知大学地域政策学センター） 
   戸田 敏行（愛知大学） 
 E-2-3  「包括的な地域創生モデルをいかに設計す

べきか？」 
  ○矢尾板 俊平（淑徳大学） 
   野坂 美穂（中央大学） 
E-2-4  「離島振興の歴史的変遷と展開について」 
  ○小澤 卓（中央大学大学院経済学研究科） 
 
第 3 会場（5216） 情報化     （E-3） 

  座長 山本 佳世子（電気通信大学） 
     戸田 常一（広島大学） 
  

E-3-1  「地方自治体と住民のコミュニケーション促

進のための SNS やスマートフォンアプリ

の活用に関する研究」 
  ○中村 智幸（横浜国立大学大学院） 
   松行 美帆子（横浜国立大学大学院） 
 
E-3-2  「縮減する社会と電子政府」 
  ○本田 正美（東京大学大学院情報学環） 
E-3-3  「自主防災組織の現状と ICT による機能化の

可能性」 
  ○有馬 昌宏（兵庫県立大学大学院） 
 
第 4 会場（5217） 地域経済・イノベーション（2） （E-4） 

  座長 大野 栄治（名城大学） 
     中川 雅之（日本大学） 
E-4-1  「創造都市札幌のメディア・アートにおけ

るクリエイティブ・コモンズ・ライセンス

を用いた創造的空間形成の試み」 
  ○立花 晃（兵庫県立大学大学院） 
   福島 徹（兵庫県立大学） 
E-4-2  「創造都市の再検討―地域政策としての創

造産業政策のあり方をめぐって―」 
  ○渡部 薫（熊本大学） 
 E-4-3  「事前調整の認識デザイン思考に関する基

礎的研究」 
  ○鈴木 羽留香（立命館大学） 
E-4-4  「震災復興における社会起業家育成に関す

る研究―宮城県仙台市を事例として―」 
  ○小林 奨（宮城大学大学院） 
   風見 正三（宮城大学大学院） 

 

研究報告 F・ワークショップ F 9 月 19 日（土） 15:00-16:30

 
第 1 会場（5214） 都市拡張期に大量に形成された住空

間の縮減実態等と環境の質的向上への課題 

（F-WS1） 

 パネリスト    仲嶋保（堂島総合評価システム） 
市川裕規（市川不動産鑑定事務

所） 
大西靖生（立地評価研究所） 
前田國男（名張市役所） 

 コーディネーター 濱田学昭（街づくり支援センタ

ー） 
 
第 2 会場（5215） 地域活性化（3） （F-2） 

  座長 持木 克之（麗澤大学） 
     押谷 一（酪農学園大学） 
 F-2-1  「よそ者がもたらす地域への影響とポテン

シャルの考察」 
  ○飯田 佑樹（金沢工業大学大学院） 
 F-2-2  「地域ブランド形成過程における文化的取

り組みの効果と課題-岩手県一関市におけ

るもち食文化体験授業をケースとして-」 
  ○杤尾 圭亮（株式会社 船井総合研究所） 
   市川 顕（関西学院大学産業研究所） 
 F-2-3  「文化的景観保護における文化的価値の保

護と生業維持：行政担当者意識調査に基づ

く予備的検討」 
  ○垣内 恵美子（政策研究大学院大学） 
F-2-4(A-2-2)「市民による未利用公共用地の管理運営  

―さいたま市におけるスポーツもできる多

目的広場事業に着目して―」 
○堂免 隆浩（一橋大学大学院）
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第 3 会場（5216） 防災・減災・復興    （F-3） 
  座長  香川 敏幸（慶應義塾大学） 
      徳永 幸之（宮城大学） 
 F-3-1  「被災地復興における 6 次産業化支援セン

ターの導入過程とその特徴―宮城県石巻

市の事例を中心に―」 
  ○佐々木 秀之（NPO 法人せんだい・みやぎ NPO

センター） 
 F-3-2  「宮城県被災沿岸地域における地区まちづ

くり協議会の現状と課題」 
  ○高橋 結（特定非営利活動法人 せんだい・みや

ぎ NPO センター） 
   佐々木 秀之（特定非営利活動法人 せんだい・

みやぎ NPO センター） 
風見 正三（公立大学法人 宮城大学） 

 
  

F-3-3  「企業防災組織の活動の継続要因に関する

研究」 
  ○岩見 麻子（愛知工業大学 地域防災研究センタ

ー） 
F-3-4  「復興過程にある地域内において有効な情

報発信手法の研究－東松島市野蒜地域に

おける現状と課題－」 
  ○齊藤 弘紀 (宮城大学大学院) 
   風見 正三 (宮城大学大学院) 
 
第 4 会場（5217）交通インフラ・ネットワーク機能の拡充・

強化による地域間競争  （F-WS2） 

 パネリスト    根本敏則（一橋大学） 
川上洋司（福井大学） 
和泉潤（名古屋産業大学） 

 コーディネーター 山本佳世子（電気通信大学） 

 
 

３．全国大会会場（名古屋工業大学）へのアクセス案内等 

 
 
 
 
（図の挿入１） 
  ●JR 東海 中央本線 鶴舞駅下車  

名大病院口から東へ約 400m 

●地下鉄 鶴舞線鶴舞駅下車  

4 番出口から西へ約 900m 

桜通線吹上駅下車 

  5 番出口から西へ約 900m 

●市バス 栄 18 系統・昭和巡回系統  

名大病院下車東へ約 200m 
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会場と周辺のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランチ 

① 生協食堂  大学構内  19(土)2 階のみ 

② NITech マート 大学構内  弁当のみ 

③ 鶴友会館  名大病院構内  19(土)休業 

④ さぼてん  大学正門前  19(土)休業 

⑤ リーベ  大学南沿い  

⑥ みやこ  大学南沿い  19(土)休業 

⑦ サークルＫ 大学南東  弁当のみ 

鶴舞駅近辺，鶴舞公園内，名大病院内にも飲食店が多数あります 

 
  

大会会場 

52 号館 

生協食堂 

① 
⑦ 

②  

⑥  

⑤  

④  鶴舞駅

から 

③  

懇親会会場 

2 号館 11 階 

ラウンジ 

名大病院 

鶴舞公園 
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52 号館 1 階配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来学研究者向け無線ＬＡＮサービス 

「eduroam」は大学など学術研究機関用の無線 LAN を相互接続したシステムです。所属機関で発行されたアカ

ウントを用いて本学の eduroam 無線アクセスポイントを無償で利用できます。 

全体会場(5212 教室)，生協食堂(大学会館)で使えます。 
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４．大会実行委員会からのご案内 （重要） 

 
■昨年同様、大会要旨集は日本計画行政学会ホームページにて公開いたします。 

下記の URL よりアクセスし、ダウンロードしてください。 

 

http://www.japanpa.jp/cms/wp-content/uploads/38_conference.pdf 

 
※電子公開は今年度末（平成 28 年 3 月末日）までの期間限定です。ご注意ください。 
※電子公開に伴い、大会当日の大会要旨集の配布はありませんが、各会場において、発表者が発

表資料を準備しております。ただし、数に限りがあります。 
 
 

■今後の予定や変更は、日本計画行政学会のホームページでお知らせします。 

 

日本計画行政学会 HP http://www.japanpa.jp/ 

 
学会誌同封のニュースレター60 号（第 38 回全国大会特集）に比べて、以下の点が変更になりまし

たのでお知らせします。 

（１）会場構成の変更 

  開催校の施設改修工事の関係で、会場構成などが以下のとおり一部変更となりました。 

  ●全体会場が 5211 教室から隣接する 5212 教室に変更になりました。 

  ●受付の場所が第１会場（5214 教室）前に変更になりました。 

（２）プログラム等の変更 

  ●A-2-2 の発表が F-2-4 に移動しました（研究報告要旨集はそのまま A-2-2 として収録）。 

  ●C-4-2 の研究報告が取り下げられました。 

●A-3 セッションの座長が吉川富夫氏（大阪経済大学）から森下英治氏（愛知学院大学）に変更 

となりました。 

   ●E-4 セッションの座長が、大塚章弘氏（電力中央研究所）から大野栄治氏（名城大学）に変更   

       となりました。 

 

■日本計画行政学会第 38 回全国大会についてのお問い合わせ先 

 

ご不明な点等ありましたら、下記のお問い合わせ先までお気軽にご連絡下さい。 
 

日本計画行政学会第 38 回全国大会 事務局長 

名古屋工業大学大学院工学研究科 秀島 栄三 

   E-Mail：jappm2015@gmail.com 

 

http://www.japanpa.jp/cms/wp-content/uploads/38_conference.pdf
http://www.japanpa.jp/
mailto:jappm2015@gmail.com

